
資産減耗費

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

97,772,547

100,118,300

0
0

※資本的収支の収入は、国、県または町（一般会計）などからの負担金、出資金及び補助金などであり、支出に対する不足額は、
実際の現金支出がない収益的支出の減価償却費など（過年度分損益勘定留保資金）で補てんしました。

14,521,000

支出

純利益

企業債
出資金
不足額の補てん
固定資産売却代金等

収入

　　　　　令　和　２　年　度　水　道　事　業　決　算　状　況

※受水費・・・埼玉県企業局からの県水購入費

※減価償却費・・・水道管などの資産の使用時の経過
　　　　　　　　　　　 によって生じる減耗分を費用化

修繕費

99,147,990

20,718,580

9.2

収益（収入）

24.35
手数料
賃借料

減価償却費 66,901,067

3.04

借入金の利息

収益的収支・・・・水をつくり、ご家庭にお届けするための収支を表したものです。

費用（支出）
2,061,865

受水費

動力費

5.7

建設改良費

資本的収支・・・・浄水場の改良や水道管の布設など施設を整備するための経費と財源です。

その他の費用
49,602,791

収入
支出

202.58

269,199,160

　私たちの生活に欠かせない水道水をご家庭にお届け
する水道事業は、水道料金の収入を主な財源として、
独立した会計で運営しています。そのため水道事業会
計は、税金を財源とする一般会計と区別し、「特別会
計」とされています。
　町議会において、令和２年度の決算が認定されまし
たので、その状況についてお知らせします。

その他の費用
計

減価償却費
受水費

1.93

20.81

10.57

委託料

職員の給与

１㎥当たり費用額
（円）

36.94
1.6

38.53

265,273,459
24,644,281

水道料金の収入
その他の収入

47,559,746

289,917,740

借入金の利息
47.48

有価証券購入費 0
企業債償還金 16,866,753

2.43

薬品費

職員の給与

※令和２年度決算においては、２，４６４万４千円の純利益となり、利益剰余金８０７万８千円に転じました。
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収益
269,199 20,719
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（単位：千円）

水道料金の収入 その他の収入 職員の給与 借入金の利息

減価償却費 受水費 その他の費用
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支出

収入 100,118

97,773 16,867

（単位：千円）

出資金 固定資産売却代金等 不足額の補てん

職員の給与

18%

借入金の利息

1%

減価償却費

23%

受水費

19%

動力費

5%

薬品費

1%

委託料

12%

手数料

3%

賃借料

2%

修繕費

5%

資産減耗費

1%

その他の費用

10%

水道水１㎥当たりの費用 202円58銭

純利益
2,464万円



（単位：円）

《貸借対照表》 《損益計算書》

（単位：円） （単位：円）

固 定 資 産 1,420,288,555 固 定 負 債 44,457,354 営 業 収 益 284,025,812 営 業 費 用 263,211,594

有形固定資産 1,410,988,555 企　業　債 44,457,354 給 水 収 益 269,199,160 原水及び浄水費 111,969,808

無形固定資産 9,300,000 流 動 負 債 73,871,096 受託工事収益 0 配水及び給水費 42,364,140

投　　　 資 0 企　業　債　 17,571,413 その他の営業収益 14,826,652 受託工事費 0

流 動 資 産 358,684,960 引　当　金 4,993,000 営 業 外 収 益 5,891,928 総  係  費 40,175,748

現 金 預 金 346,425,586 未  払  金 51,264,082 受 取 利 息 65,328 減価償却費 65,525,216

未  収  金 8,895,311 預　 り  金 40,044 他会計補助金 1,029,406 資産減耗費 3,133,544

貯  蔵  品 3,765,323 前  受  金 2,557 長期前受金戻入 4,397,943 その他営業費 43,138

その他流動資産 △ 401,260 その他流動負債 0 雑  収  益　 399,251 営 業 外 費 用 2,061,865

繰 延 収 益 123,664,373 特 別 利 益 0 支 払 利 息 2,061,865

長期前受金 454,173,410 固定資産売却益 0 雑  支  出 0

長期前受金収益化累計額 330,509,037 過年度損益修正益 0 特 別 損 失 0

負 債 合 計 241,992,823 固定資産売却損 0

過年度損益修正損 0

資  本  金 1,213,863,600

自己資本金 1,213,863,600

剰  余  金 323,117,092

資本剰余金 23,807,410

利益剰余金 299,309,682 支 出 合 計 265,273,459

資 本 合 計 1,536,980,692 当年度純利益 24,644,281

資 産 合 計 1,778,973,515 負債・資本合計 1,778,973,515 収 入 合 計 289,917,740 合　   　計 289,917,740

支出の部

上野地内石綿管更新工事

負債の部

津久根地内石綿管更新に伴う県道舗装本復旧工事
津久根地内石綿管更新に伴う配水管・給水管布設替工事

大満配水場第３配水池送水ポンプ更新工事

7,443,700
如意地内老朽管更新工事
麦原地内赤坂加圧場ポンプ更新工事

資本の部

膜ろ過施設主系膜更新工事

2,970,000

7,026,800

　下記のグラフは、過去８年間の有収水量（使用水量のうち料金収入の対象となった水量）と、純利益（収益的収支の収入と支出の差額）及び
給水人口の推移を示しています。
  水道料金が収入の９割以上を占めているため、有収水量の増減が純利益に与える影響が大きい状況にあります。
　有収水量（水需要）は、近年の節水意識の向上並びに人口の減少などから年々低下しており、令和２年度は微増したが今後も減少することが
予想される。
　一方、純利益は、平成2２年度まで黒字決算となっておりましたが、平成２３年度から赤字に転じ減価償却費が増大する反面、給水収益の減
少に伴い平成２６年度まで赤字となっていました。このような状況のなか、赤字解消を主な目的とし平成２７年４月より料金改定を行い、平成２７
年度決算から黒字に転じ、令和２年度現在まで黒字となっております。
　水道事業は、安全な水を安定して供給するために、老朽化が進む施設の更新整備が不可欠であり、これに必要な額の純利益が将来にわ
たって確保されなければなりません。これからも引き続き経営改善を図ってまいりますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。

収入の部

3,718,000

資産の部

有収水量と純利益 ・ 給水人口と有収水量の推移

令和２年度　　越生町水道事業　貸借対照表・損益計算書

　貸借対照表は企業の財政状態を明らかにするため年度末において保有す
る全ての資産、負債及び資本を総括的に表した報告書です。

　損益計算書は一事業年度における企業の営業成績を明らかにするため
に、その年度中に得たすべての収益からそれを得るために要した費用を記
載し、純損益を表示した報告書です。

令和２年度に行なった主な建設改良事業

15,180,000
12,430,000
12,100,000

小杉地内芹ケ沢加圧場災害復旧工事

8,173,000
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有収水量と純利益の推移
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